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【主な研究成果】
　我々は，「鉄粉パック処理」という新規の表面改質技術を提案している。これを大気中，1073 K，3.6 
ksの条件で純チタン板に適用した結果，その表面硬さをHV＝800程度まで高めることができた。この原因として，“低次酸化チタン皮膜の形成”と“チタン中への酸素固溶”の2つが考えられるが，固溶酸素量を十分に評価できていない。そこで，アルゴン雰囲気中でのアーク溶解により3種類の酸素固溶チタン材を作製し，「EPMA分析用標準試料」として活用することを目指した。溶解作業前の組成はTi-2.2 
[bookmark: _GoBack]mass% O（6.3 mol% O），Ti-2.6 mass% O（7.3 mol% O），Ti-3.0 mass% O（8.4 mol% O）であり，得られたインゴットは1個あたり約100 gであった。
　酸素・窒素分析装置を使って，インゴットから採取した試料の酸素量を測定した結果，上記に近い値が得られた。しかし，厳密な定量分析はこれからの課題である。また，試料内部にはいずれにおいても多数のクラックが存在した。このため，鏡面研磨後にエッチングした表面に対して硬さ試験を実施した。工業用純チタン板の硬さはHV=約140であったが，酸素固溶チタン材では固溶硬化により550～750の範囲に分布した。このばらつきは，均質化処理を行っていなかったため，酸素濃度が不均一であったことが原因と思われる。しかしながら，平均値で比較すると，固溶酸素量の増加ともに硬度値が増加する傾向が認められた。
【今後の展望】
　酸素固溶チタン材における酸素量を定量評価し，「EPMA分析用標準試料」として準備する。これを使って，上述の鉄粉パック処理した純チタン板における固溶酸素量を測定する。また，この処理を酸素固溶チタン材に適用した結果，HV=1000を超える表面硬さを示すものがあった。このため，鉄粉パック法に及ぼすチタン中の固溶酸素の影響を明らかにし，新たな知見を見出したい。
【具体的な成果】
　●学会発表：　松田弦己，森園靖浩，連川貞弘，山室賢輝，日本金属学会2026年春期（第178回）講演大会概要集，（2026），182.
　●獲得外部資金：　令和8年度科学研究費　基盤（C）　採択
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